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町政を問う（一般質問）
　　　   「宇小・音楽クラブ」
元気ななかま「宇多津町文化協会」
みなさまの声 「津の郷・田町南自治会」

キッズプラザの餅つき
この冬一番冷え込んだ朝、
恒例の餅つきが行われました。
ついたお餅にあんこを入れて
丸める子どもたち。

熱いうちに手早く丸めるのが
大変そうでした。

　
宇
多
津
町
文
化
協
会
は
昭
和
56
年
11
月
に
発
足
し
、
35
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
会
員
数
は
、
芸
能
部
22
団
体
、
文
化
部
17
団
体
の
計
４
７
１
名
で
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
春
に
総
会
を
開
き
、
９
月
に
は
文
化
協
会
西
讃
支
部

の
舞
台
発
表
会
に
参
加
し
、
11
月
に
は
２
日
間
か
け
て
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た

づ
に
て
「
う
た
づ
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
の
活
動
の
成

果
を
各
団
体
が
ホ
ー
ル
で
の
芸
能
祭
、
各
会
場
で
の
文
化
展
と
し
て
発
表

し
て
お
り
、
町
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
が
見
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
11
月
に
は
文
化
協
会
の
研
修
会
な
ら
び
に
会
員
交
流
会
も
あ
り
、
各

　
昨
年
度
か
ら
の
庁
舎
耐

震
改
修
工
事
に
よ
り
、
町

民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
定
例
会
ご
と
に
補

正
予
算
を
慎
重
審
議
し
、

５
月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
庁
舎
が
完
成
し
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
選
挙
か
ら
２

年
が
経
ち
、
執
行
部
と
も

歯
車
が
合
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
外
見
だ
け
で
は

な
く
、
中
身
の
あ
る
宇
多

津
庁
舎
に
見
合
う
べ
く
我

々
も
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

香川県宇多津町

オッペンキッズ夏　風

津
の
郷
自
治
会

田
町
南
自
治
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

15

16
6

団
体
相
互
の
親
睦
も
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
明
け
て
２
月
に
は
、
文
化
協
会
西
讃
支
部

の
美
術
展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

は
、
秋
の
文
化
祭
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に

も
見
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
ミ
ニ
芸
能

祭
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
街
道
沿
い
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ

店
内
で
作
品
展
を
行
っ
た
り
、
体
験
教
室
な

ど
を
開
い
た
り
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
触

れ
合
い
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
の

で
ご
入
会
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
ご

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
宇
多
津
町
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
は
近
年
、

新
興
住
宅
が
建
ち
並
び
、
多

く
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。
将
来
こ
の

子
た
ち
は
、
こ
の
地
を
故
郷

津の郷自治会 会長

宮本　隆史さん

と
思
う
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
時
が
あ
り
ま
す
。
古
き

良
き
伝
統
を
守
り
継
ご
う
と
す
る
旧
住
民
、
そ
の
良
さ

を
評
価
し
つ
つ
も
つ
な
が
り
を
持
ち
た
が
ら
な
い
若
者
。

自
治
会
組
織
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

事
あ
る
ご
と
に
悩
み
ま
す
。
各
地
で
発
生
す
る
大
災
害

で
住
民
の
助
け
合
う
姿
を
報
道
で
見
る
た
び
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
・
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
当
自
治
会
は
、
北
は
旧
町

内
の
南
部
、
南
は
県
営
団
地

北
、
東
は
大
束
川
、西
は
青
の

山
ま
で
と
広
く
、１
３
４
世

帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
近

年
一
戸
建
て
住
宅
や
集
合
住
宅
が
一
気
に
増
え
て
い
る

も
の
の
、
加
入
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
安
全
に
歩
け
る
道
路
や
公
園
の

整
備
な
ど
を
行
政
に
要
望
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
作
る
と
と
も
に
、
秋
の
大
祭
や
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
て
一
層
の
地
域
住
民
の
融
和
を
図
り
、「
こ

の
ま
ち
が
ふ
る
さ
と
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
地
域
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田町南自治会 会長

和泉　清憲さん

み
な
さ
ま
の
声
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成27年度　一般会計歳入歳出決算認定（継続審査）

平成27年度　水道事業会計決算認定（継続審査）

平成28年度　一般会計補正予算

平成28年度　国民健康保険特別会計補正予算

印鑑条例の一部を改正する条例

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

一般職の職員給与に関する条例の一部改正

町長、副町長、教育長の報酬及び費用弁償条例の一部改正

町議会議員の報酬及び費用弁償条例の一部改正

町税条例の一部を改正する条例

国民健康保険税の一部を改正する条例

農業委員会委員の定数を改正する条例

香川県市町総合事務組合規約の一部改正

教育委員会委員の任命
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認
　
定

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

同
意

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
し
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、

継
続
審
査
２
件
を
認
定
、
議
案
12
件
を
可
決
、
同
意
１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
日
と
12

日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
　
第
４
回
定
例
会

（
１
億
６
０
１
０
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

（
５
０
５
０
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

全
会
一
致
な
ど
で
可
決
　

お
も
な
内
容

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
ふ
る
さ
と
納
税
報
償
費  

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
目
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
予
想
以
上
に
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
返
礼
品
代

　
　
を
追
加
す
る
。
納
税
額
の
半
額
を
返
礼
の
目
安
に
し

　
　
て
い
る
。

・
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
工
事
請
負
費

　
　
庁
舎
内
の
放
送
設
備
、
屋
外
の
塗
装
、
西
館
の
看
板

　
　
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
工
事

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
管
理
費           

・
交
通
安
全
対
策
費

　
　
香
川
県
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め

　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
増
設
す
る
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

・
漁
港
水
産
施
設
管
理
費

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

　
　
次
年
度
は
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
東
の
三
差
路
ま
で
の
道

　
　
路
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

・
宇
多
津
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例  

　
　
印
鑑
登
録
に
お
け
る
性
別
に
関
す
る
事
項
の
削
除

　 

（
性
的
少
数
者
に
配
慮
し
て
性
別
の
項
目
を
削
除
す
る
）

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
１
）

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
（
※
２
）

・
宇
多
津
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
３
、
４
）

・
宇
多
津
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
３
）

・
宇
多
津
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例（
※
３
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
条
例
改
正

　
　
　
平
成
28
年
８
月
８
日
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
や
育
児
休

      

業
な
ど
の
改
善
に
と
も
な
う
人
事
院
勧
告
が
あ
っ
た
た
め
、
町

　
　
で
も
条
例
を
改
め
る
。

　
　※

１   

介
護
休
暇
を
分
割
し
て
取
得
で
き
る
。

　
　※

２   

育
児
休
業
の
子
の
対
象
を
特
別
養
子
縁
組
の
監
護
期
間

　
　
　
　   

中
の
子
へ
拡
大
す
る
。

　
　※

３   

期
末
手
当
を
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
引
き
上
げ
る
。

　
　※

４   

配
偶
者
の
扶
養
手
当
を
引
き
下
げ
、
子
の
扶
養
手
当
を

　
　
　
　   

引
き
上
げ
る
。

お
も
な
条
例
改
正
　

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
宇
多
津
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
改
正

　
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
農
業
委
員
会
の
定
数
を
15
名
か
ら
８
名
に
減
ら
す
。（
詳
し
く
は

　
　
４
ペ
ー
ジ
）

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
流
行
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

　
　
そ
の
療
養
給
付
費
を
増
額
す
る
。

同
意宇

多
津
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

 

水
尾
裕
美
子
氏
を
教
育
委
員
に
再
任
し
た
。

全
会
一
致
で
同
意
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認
　
定

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

同
意

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
し
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、

継
続
審
査
２
件
を
認
定
、
議
案
12
件
を
可
決
、
同
意
１
件
を
承
認
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
日
と
12

日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
　
第
４
回
定
例
会

（
１
億
６
０
１
０
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

（
５
０
５
０
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

全
会
一
致
な
ど
で
可
決
　

お
も
な
内
容

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
ふ
る
さ
と
納
税
報
償
費  

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
目
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
予
想
以
上
に
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
返
礼
品
代

　
　
を
追
加
す
る
。
納
税
額
の
半
額
を
返
礼
の
目
安
に
し

　
　
て
い
る
。

・
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
工
事
請
負
費

　
　
庁
舎
内
の
放
送
設
備
、
屋
外
の
塗
装
、
西
館
の
看
板

　
　
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
工
事

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
管
理
費           

・
交
通
安
全
対
策
費

　
　
香
川
県
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め

　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
増
設
す
る
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

・
漁
港
水
産
施
設
管
理
費

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

　
　
次
年
度
は
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
東
の
三
差
路
ま
で
の
道

　
　
路
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

・
宇
多
津
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例  

　
　
印
鑑
登
録
に
お
け
る
性
別
に
関
す
る
事
項
の
削
除

　 

（
性
的
少
数
者
に
配
慮
し
て
性
別
の
項
目
を
削
除
す
る
）

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
１
）

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
（
※
２
）

・
宇
多
津
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
３
、
４
）

・
宇
多
津
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
※
３
）

・
宇
多
津
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例（
※
３
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
条
例
改
正

　
　
　
平
成
28
年
８
月
８
日
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
や
育
児
休

      
業
な
ど
の
改
善
に
と
も
な
う
人
事
院
勧
告
が
あ
っ
た
た
め
、
町

　
　
で
も
条
例
を
改
め
る
。

　
　※

１   
介
護
休
暇
を
分
割
し
て
取
得
で
き
る
。

　
　※

２   

育
児
休
業
の
子
の
対
象
を
特
別
養
子
縁
組
の
監
護
期
間

　
　
　
　   

中
の
子
へ
拡
大
す
る
。

　
　※

３   

期
末
手
当
を
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
引
き
上
げ
る
。

　
　※

４   

配
偶
者
の
扶
養
手
当
を
引
き
下
げ
、
子
の
扶
養
手
当
を

　
　
　
　   

引
き
上
げ
る
。

お
も
な
条
例
改
正
　

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
宇
多
津
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
改
正

　
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
農
業
委
員
会
の
定
数
を
15
名
か
ら
８
名
に
減
ら
す
。（
詳
し
く
は

　
　
４
ペ
ー
ジ
）

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
流
行
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

　
　
そ
の
療
養
給
付
費
を
増
額
す
る
。

同
意宇

多
津
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

 

水
尾
裕
美
子
氏
を
教
育
委
員
に
再
任
し
た
。

全
会
一
致
で
同
意
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委
員
会
審
議

追
跡
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　研
修
報
告

追跡調査追跡調査

小中学校の太陽光発電
システムは、今・・・
小中学校の太陽光発電
システムは、今・・・

研修報告

～防災拠点施設再生可能エネルギー等導入推進事業～～防災拠点施設再生可能エネルギー等導入推進事業～

ふるさと納税返礼品の人気商品は町政を問う

ふるさと納税

総務課

委 員 会 審 議・教育長の教育行政への取り組みは
・小中学校の避難訓練は活かされたか

・町PRシン・ゴジラによる費用対効果
・地域防災計画での愛玩動物の保護は

・高齢者のネットや特殊詐欺
・職員のストレスチェックの計画と実施

・待機児童ゼロを目指せ
・歴史ある街並みと文化財の保存を
・９月のゲリラ豪雨の被害と対策は
・不妊治療費助成を男性にも拡大を

・運転免許返納者の対応は
・福祉タクシーの増額は

・無電柱化の推進を求める
・まちづくり総合計画の進捗状況は

・グリーンインフラと防災
・財政から見たグリーンインフラ
・宇多津農業と都市農業振興基本法

・再任教育長に抱負をうかがう
・積み残した行政課題

・文科省「いじめの実態」22万件
・改正新教育委員会制度

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

柴村　賢三

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

港　　一紫

井上　弘治

Q 　返礼品の品目が増えたが、どのよ
うな商品に人気があるのか。また１
件あたりの納税金額はどれくらいか。

Q 　返礼品は町内で生産された品物に
するべきでは。

A

A

　11月に返礼品を33品目から108
品目に増やし、商品では「デコポン」
「みかん」などの柑橘類がよく希望さ
れている。金額は１万円から10万円、
東京近辺からの問い合わせが多い。

　全国の自治体でも地元で生産され
たものの返礼品の割合は少ないよう
である。返礼品としては、町内業者
のあつかう商品は原則として認定し、
町外業者は町の特産品を使用した商
品に限り認定している。

農業委員会制度
Q　農業委員会の定数が減るが、どのよ
うに変わるのか。

A　委員の選出方法が公選制から、市町
村議会の同意を必要とする町長任命に
変わる。選任に当たっては、地域の農
業を担う認定農業者、女性・青年農業
者、農業者以外で中立な立場で公正な
判断ができる者を各１名以上入れ、地
域の農業者と合わせて合計８名とする。

住民生活課

鳥獣害対策

地域整備課

地域整備課

Q　イノシシ対策の現状は。空き家に
住みついてはいないのか。

Q　猟友会に対して捕獲費を１頭につき
1万円支払うが、本町にも猟友会があ
るのか。
　町に支部はないが、香川県猟友会
坂出支部を通じてお願いしている。

A

A

　ノシシはすでに本町でも目撃されて
いる。聖通寺山を中心に捕獲箱を設置
し、その周囲に餌付けし、捕獲するた
め毎日確認している。町内の空き家で
は確認されていない。

学校の屋上にある太陽光パネル

インパクトのある表紙

東みよし町での研修

交通安全対策
Q　カーブミラーの増設は何か所か。
A　すでに修理修繕したものや増設した
ところもある。大橋地区など、要望の
あった地区を中心
にかなりの数を考
えている。詳細は
住民生活課にお問
い合わせいただき
たい。 

新設されたカーブミラー　　

海を泳いで移動するイノシシ　

　平成27年度に町の指定避難所である宇小、
北小、中学校の３か所に太陽光発電システム
を設置しました。災害時に避難所となる各施
設の機能維持に必要な電力量を確保するとと
もに、平常時の使用電力の抑制をはかり「低
炭素な地域づくり」を推進することを目的と
した事業です。災害時には午後６時から午前
６時までの夜間の電力を補うことができます
し、平常時では１か月3000kWhを発電して
いるので、毎月約６万円程度の電気代の節約
と約1.5トンのCO2排出量の削減に貢献して
いることになります。

　表紙は広報委員がそれぞれ撮ったものを持ち寄って
選ぶとのことで、行事があると委員全員が自分のカメ
ラで写真を撮るそうです。一つの記事に１枚以上の写
真を入れることで、町民にわかりやすい広報を心がけ
ていました。特集記事「どうする 滞納金」では実際の
町営住宅、保育料、水道料金のなどの滞納金額の推移

を一覧表にして、町民に
問いかけていました。今
後は私たちも、町民が知
りたいことを正確に伝え
ていく「議会だより」を
目指していきます。

徳島県東みよし町で広報研修徳島県東みよし町で広報研修
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委 員 会 審 議・教育長の教育行政への取り組みは
・小中学校の避難訓練は活かされたか

・町PRシン・ゴジラによる費用対効果
・地域防災計画での愛玩動物の保護は

・高齢者のネットや特殊詐欺
・職員のストレスチェックの計画と実施

・待機児童ゼロを目指せ
・歴史ある街並みと文化財の保存を
・９月のゲリラ豪雨の被害と対策は
・不妊治療費助成を男性にも拡大を
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・福祉タクシーの増額は
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うな商品に人気があるのか。また１
件あたりの納税金額はどれくらいか。

Q 　返礼品は町内で生産された品物に
するべきでは。

A

A

　11月に返礼品を33品目から108
品目に増やし、商品では「デコポン」
「みかん」などの柑橘類がよく希望さ
れている。金額は１万円から10万円、
東京近辺からの問い合わせが多い。

　全国の自治体でも地元で生産され
たものの返礼品の割合は少ないよう
である。返礼品としては、町内業者
のあつかう商品は原則として認定し、
町外業者は町の特産品を使用した商
品に限り認定している。

農業委員会制度
Q　農業委員会の定数が減るが、どのよ
うに変わるのか。

A　委員の選出方法が公選制から、市町
村議会の同意を必要とする町長任命に
変わる。選任に当たっては、地域の農
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問問

谷
川
町
長

再
質
問

問問

合
田
教
育
長

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

和
田
学
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育
課
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２
０
１
５
年
度
の
全
国
の

学
校
で
認
知
し
た
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
「
問
題
行
動
調
査
」

が
発
表
さ
れ
た
。

「
い
じ
め
」
は
22
万
４
５
４
０

件
、
「
不
登
校
」
も
17
万
６
０

０
０
人
を
超
え
る
と
い
う
状
況
。

認
知
件
数
は
１
０
０
０
人
あ
た

　
　
新
教
育
委
員
会
制
度
が
ス

タ
ー
ト
。
政
治
的
中
立
を
遵
守

し
つ
つ
教
育
行
政
の
権
限
と
責

任
が
明
確
に
な
り
危
機
管
理
能

力
も
問
わ
れ
る
。
新
教
育
長
は

町
長
が
任
免
し
議
会
の
同
意
を

得
る
。
新
教
育
長
の
要
件
や
改

正
に
至
る
経
緯
と
概
要
、
総
合

教
育
会
議
の
趣
旨
と
運
営
、
教

文
科
省
「
い
じ
め
の
実
態
」
22
万
件

「
い
じ
め
対
策
基
本
方
針
」
で
防
止
と
早
期
発
見
に
努
め
る
／
学
校
教
育
課
長

青木　義勝　議員

改
正
新
教
育
委
員
会
制
度

首
長
と
教
育
委
員
会
の
連
携
強
化
を
図
る
／
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め

事
案
は
平
成
27
年
に
小
学
校
で

２
件
、
中
学
校
で
５
件
、
不
登

校
は
小
学
校
で
７
人
、
中
学
校

で
21
人
、
問
題
行
動
は
小
学
校

で
１
件
、
中
学
校
で
20
件
発
生

し
て
い
る
。
い
じ
め
の
対
処
に

つ
い
て
は
各
校
で
「
い
じ
め
対

策
基
本
方
針
」
を
定
め
、
児
童

生
徒
の
常
日
頃
か
ら
見
守
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
、

い
じ
め
の
防
止
と
早
期
発
見
に

努
め
、
支
援
委
員
会
な
ど
で
情

報
を
共
有
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
今
回
の
教
育
委
員

会
制
度
の
改
正
概
要
は
、
教
育

行
政
の
責
任
体
制
を
明
確
化
す

る
た
め
に
責
任
者
と
し
て
教
育

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

り
、
最
多
が
京
都
府
の
90
・
６

件
、
最
少
は
佐
賀
県
の
３
・
５

件
で
地
域
格
差
が
見
え
る
。

　
本
町
の
い
じ
め
の
実
態
と
、

い
じ
め
の
対
処
や
分
類
・
い
じ

め
解
決
の
根
拠
な
ど
を
問
う
。

育
大
綱
の
策
定
な
ど
、
町
長
や

教
育
長
が
教
育
行
政
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
を
問
う
。

た
新
教
育
長
の
設
置
、
首
長
と

教
育
委
員
会
が
協
議
・
調
整
す

る
場
と
し
て
総
合
教
育
会
議
の

設
置
、
教
育
に
関
す
る
総
合
的

な
施
策
の
大
綱
策
定
な
ど
が
あ

る
。
今
後
は
よ
り
一
層
、
地
域

の
民
意
を
代
表
す
る
首
長
と
教

育
委
員
会
と
の
連
携
強
化
を
図

る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
な
ぜ
、
統
一
し
た
避

難
行
動
が
と
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
教
育
の
中
立
性
・
継
続
性
・

安
定
性
を
確
保
し
、
責
任
の
明

確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制

の
構
築
、
首
長
と
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
平
成
27
年
度
よ
り

新
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
本
町

も
第
３
回
定
例
会
で
議
会
の
同

　
　
平
成
28
年
10
月
21
日
14
時

頃
、
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.6
の
地
震

が
発
生
し
、
鳥
取
中
部
で
震
度

６
弱
を
、
香
川
県
内
で
は
震
度

３
〜
４
で
、
激
し
い
揺
れ
を
観

測
し
た
。
中
学
校
・
小
学
校
で

は
生
徒
児
童
が
校
舎
内
な
ど
に

い
た
。
中
学
校
・
小
学
校
の
教

職
員
は
、
ど
の
よ
う
な
避
難
行

動
を
指
示
し
た
の
か
、
学
校
ご

教
育
長
の
教
育
行
政
へ
の
取
り
組
み
は

地
域
全
体
で
教
育
に
取
り
組
む
／
教
育
長

学
校
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
行
動
を
し
た
／
学
校
教
育
課
長

小
中
学
校
の
避
難
訓
練
は
活
か
さ
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
教
育
行
政
を
進

め
る
う
え
で
学
校
教
育
に
限
ら

ず
、
社
会
教
育
と
も
ど
も
充
実

さ
せ
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
連

携
を
深
め
、
地
域
全
体
で
教
育

に
取
り
組
む
の
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
小
は
、

震
度
３
と
い
う
こ
と
で
避
難
し

な
か
っ
た
。
中
学
校
は
震
度
、

津
波
発
生
の
可
能
性
、
体
育
館

が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

避
難
の
指
示
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
を
明
確
に
し
た
の
が
、

昨
年
度
策
定
し
た
教
育
大
綱
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は

学
校
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
で
き
る
限
り
の
人
的
配
置
、

予
算
計
上
、
教
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津

小
は
、
担
任
の
指
示
で
机
の
下

に
入
り
震
度
３
を
確
認
し
、
教

室
外
へ
の
避
難
行
動
は
行
わ
な

か
っ
た
。
宇
多
津
北
小
は
、
机

の
下
に
入
り
揺
れ
が
お
さ
ま
っ

た
の
ち
放
送
で
運
動
場
に
避
難

指
示
を
し
、
訓
練
と
同
じ
よ
う

上
靴
で
避
難
し
た
。

意
に
よ
り
10
月
か
ら
３
年
間
、

新
教
育
長
が
任
命
さ
れ
、
教
育

行
政
の
責
務
を
負
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
教
育
長
の
教
育
行
政
へ
の

所
信
は
。

と
に
説
明
を
う
か
が
い
た
い
。

　
中
学
校
は
、
１
・
２
年
生
は

机
の
下
に
入
り
、
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
の
ち
、
授
業
を
継
続
、

３
年
生
は
体
育
館
で
説
明
会
を

実
施
中
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

の
ち
、
会
を
継
続
、
避
難
行
動

の
指
示
は
行
わ
な
か
っ
た
。

宮本　隆　議員
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問問

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

合
田
教
育
長

合
田
教
育
長

再
質
問

谷
川
町
長

港　一紫　議員

金
紛
失
問
題
、
③
事
業
評
価
に

お
け
る
フ
ル
コ
ス
ト
の
適
用
課

題
、
次
の
④
は
そ
の
他
執
行
部

に
お
い
て
未
だ
積
み
残
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
た

い
。

　
　
　
　
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
に
続

く
町
の
Ｐ
Ｒ
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
場

所
の
設
置
は
。

　
　
町
は「
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

宇
多
津
」の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
シ
ン・

ゴ
ジ
ラ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
作
成
し
た
。
谷
川
町
長
、

町
職
員
の
有
志
が
出
演
し
て
お

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す

い
こ
と
を
う
ま
く
表
現
で
き
て

い
る
と
思
う
。
こ
れ
は
広
告
で

あ
る
が
、
宇
多
津
町
に
対
す
る

経
済
的
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
宇
多
津
町
地
域
防
災
計
画

一
般
対
策
編
第
２
章
第
31
節
に

愛
玩
動
物
の
保
護
計
画
が
あ
り
、

そ
の
中
に
災
害
時
に
飼
い
主
と

共
に
避
難
し
て
く
る
動
物
に
避

難
所
に
お
い
て
適
切
な
飼
育
管

理
や
保
護
収
容
を
確
立
し
て
飼

い
主
へ
の
支
援
お
よ
び
被
災
動

宇
多
津
町
Ｐ
Ｒ
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
に
よ
る
費
用
対
効
果

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情
報
を
提
供
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域
防
災
計
画
で
の
愛
玩
動
物
の
保
護
は

現
在
は
体
験
型
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
果

を
金
額
や
数
値
に
表
す
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
町

公
式YouTube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
で
は
約
１
万
７
０
０
０
回

の
動
画
視
聴
回
数
が
あ
り
、
県

内
外
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情

報
を
提
供
で
き
た
。
ゴ
ジ
ラ
の

動
画
に
関
し
て
は
平
成
28
年
い

っ
ぱ
い
の
使
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２

弾
と
し
て
移
住
、
定
住
の
動
画

を
作
成
し
て
編
集
を
し
て
い
る
。

町
公
式Y

ouT
ube

ほ
か
サ
イ
ト

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
広
告
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の

と
こ
ろ
、
原
則
と
し
て
避
難
者

と
ペ
ッ
ト
は
別
の
場
所
に
避
難

す
る
。
小
学
校
で
あ
れ
ば
ペ
ッ

ト
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
の

横
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

物
の
救
護
体
制
を
整
備
す
る
と

あ
る
。

　
一
度
、
愛
玩
動
物
と
一
緒
に

避
難
す
る
訓
練
を
実
施
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
10
月
の
任
期
満
了
に

と
も
な
い
、
町
長
の
信
頼
を
得

て
任
命
さ
れ
、
議
会
は
教
育
長

の
将
来
性
に
期
待
を
寄
せ
て
再

任
を
同
意
し
た
。
こ
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
く
、

教
育
長
の
教
育
に
つ
い
て
の
抱

負
を
う
か
が
い
た
い
。

　
そ
の
前
段
と
し
て
、
こ
の
４

年
間
で
特
に
注
力
し
た
教
育
テ

　
　
一
般
質
問
で
議
員
が
心
す

る
こ
と
は
質
問
の
し
っ
放
し
に

終
わ
ら
な
い
こ
と
。
そ
の
上
で

追
跡
調
査
の
重
要
性
を
認
識
し
、

未
処
理
の
課
題
に
つ
い
て
の
状

況
を
問
う
。

　
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
私
の
方
か
ら
ま

ず
①
鍋
谷
７
号
線
問
題
、
②
公

再
任
教
育
長
に
抱
負
を
う
か
が
う

学
校
訪
問
に
重
点
、
学
校
と
連
携
／
教
育
長

積
み
残
し
た
行
政
課
題

鍋
谷
７
号
線
は
休
止
、
公
金
の
取
り
扱
い
は
改
善
／
町
長

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
に
は

現
職
で
の
経
験
が
あ
る
の
で
、

あ
る
程
度
把
握
し
て
お
り
対
応

し
て
き
た
。
学
校
教
育
に
つ
い

て
は
未
経
験
な
の
で
、
特
に
学

　
　
　
　
　
　
私
は
こ
れ
ま
で

の
教
育
費
に
は
満
足
し
て
い
る
。

た
だ
し
教
育
費
負
担
の
軽
減
な

ど
、
財
政
当
局
と
協
議
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
①
鍋
谷
７
号
線

：
場
所
的
に
危
険
が
明
白
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会

連
合
会
で
現
在
実
施
し
て
い
る

ー
マ
に
つ
い
て
と
、
そ
の
上
で

今
後
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を

も
っ
て
職
務
に
精
励
さ
れ
る
の

か
。

り
、
町
と
し
て
は
住
民
の
安
全

・
安
心
が
大
前
提
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
解
消
す
る
に
は
多

大
な
費
用
な
ど
を
要
す
る
た
め
、

工
事
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
凍

結
す
る
と
６
月
議
会
で
も
お
答

え
し
て
お
り
、
そ
れ
は
休
止
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
用
地
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
は
内
部
協
議

校
訪
問
に
重
点
を
置
き
連
携
を

深
め
た
。
４
年
間
校
長
と
の
対

話
の
中
で
、
教
職
員
の
実
態
や

児
童
生
徒
の
生
活
実
態
、
学
校

課
題
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

藍川  佳津樹　議員

を
指
示
し
て
い
る
。
議
員
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
②
公
金
紛
失
問
題
：
坂
出
警

察
署
に
捜
査
依
頼
を
し
て
い
る

の
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。
公
金

の
取
り
扱
い
に
万
全
を
期
す
よ

う
改
善
を
進
め
た
。

　
　
　
　
４
年
間
の
仕
事
が
現

場
廻
り
と
い
う
の
は
寂
し
い
。

教
育
長
は
学
校
の
諸
課
題
、
例

え
ば
社
会
の
財
を
子
ど
も
の
教

育
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、
教
育

ス
キ
ー
ム
の
改
革
に
権
限
を
持

つ
。
そ
の
立
場
と
し
て
の
抱
負

は
。

避
難
訓
練
は
体
験
型
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
。
避
難
訓
練
に
つ

い
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
助
言
し
た
い
。

宇多津町をＰＲする動画



89

再
質
問

再
質
問

宇多津町議会だより No.62宇多津町議会だより No.62

問問

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

合
田
教
育
長

合
田
教
育
長

再
質
問

谷
川
町
長

港　一紫　議員

金
紛
失
問
題
、
③
事
業
評
価
に

お
け
る
フ
ル
コ
ス
ト
の
適
用
課

題
、
次
の
④
は
そ
の
他
執
行
部

に
お
い
て
未
だ
積
み
残
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
た

い
。

　
　
　
　
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
に
続

く
町
の
Ｐ
Ｒ
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
場

所
の
設
置
は
。

　
　
町
は「
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

宇
多
津
」の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
シ
ン・

ゴ
ジ
ラ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
作
成
し
た
。
谷
川
町
長
、

町
職
員
の
有
志
が
出
演
し
て
お

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す

い
こ
と
を
う
ま
く
表
現
で
き
て

い
る
と
思
う
。
こ
れ
は
広
告
で

あ
る
が
、
宇
多
津
町
に
対
す
る

経
済
的
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
宇
多
津
町
地
域
防
災
計
画

一
般
対
策
編
第
２
章
第
31
節
に

愛
玩
動
物
の
保
護
計
画
が
あ
り
、

そ
の
中
に
災
害
時
に
飼
い
主
と

共
に
避
難
し
て
く
る
動
物
に
避

難
所
に
お
い
て
適
切
な
飼
育
管

理
や
保
護
収
容
を
確
立
し
て
飼

い
主
へ
の
支
援
お
よ
び
被
災
動

宇
多
津
町
Ｐ
Ｒ
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
に
よ
る
費
用
対
効
果

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情
報
を
提
供
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域
防
災
計
画
で
の
愛
玩
動
物
の
保
護
は

現
在
は
体
験
型
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
果

を
金
額
や
数
値
に
表
す
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
町

公
式YouTube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
で
は
約
１
万
７
０
０
０
回

の
動
画
視
聴
回
数
が
あ
り
、
県

内
外
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情

報
を
提
供
で
き
た
。
ゴ
ジ
ラ
の

動
画
に
関
し
て
は
平
成
28
年
い

っ
ぱ
い
の
使
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２

弾
と
し
て
移
住
、
定
住
の
動
画

を
作
成
し
て
編
集
を
し
て
い
る
。

町
公
式Y

ouT
ube

ほ
か
サ
イ
ト

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
広
告
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の

と
こ
ろ
、
原
則
と
し
て
避
難
者

と
ペ
ッ
ト
は
別
の
場
所
に
避
難

す
る
。
小
学
校
で
あ
れ
ば
ペ
ッ

ト
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
の

横
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

物
の
救
護
体
制
を
整
備
す
る
と

あ
る
。

　
一
度
、
愛
玩
動
物
と
一
緒
に

避
難
す
る
訓
練
を
実
施
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
10
月
の
任
期
満
了
に

と
も
な
い
、
町
長
の
信
頼
を
得

て
任
命
さ
れ
、
議
会
は
教
育
長

の
将
来
性
に
期
待
を
寄
せ
て
再

任
を
同
意
し
た
。
こ
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
く
、

教
育
長
の
教
育
に
つ
い
て
の
抱

負
を
う
か
が
い
た
い
。

　
そ
の
前
段
と
し
て
、
こ
の
４

年
間
で
特
に
注
力
し
た
教
育
テ

　
　
一
般
質
問
で
議
員
が
心
す

る
こ
と
は
質
問
の
し
っ
放
し
に

終
わ
ら
な
い
こ
と
。
そ
の
上
で

追
跡
調
査
の
重
要
性
を
認
識
し
、

未
処
理
の
課
題
に
つ
い
て
の
状

況
を
問
う
。

　
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
私
の
方
か
ら
ま

ず
①
鍋
谷
７
号
線
問
題
、
②
公

再
任
教
育
長
に
抱
負
を
う
か
が
う

学
校
訪
問
に
重
点
、
学
校
と
連
携
／
教
育
長

積
み
残
し
た
行
政
課
題

鍋
谷
７
号
線
は
休
止
、
公
金
の
取
り
扱
い
は
改
善
／
町
長

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
に
は

現
職
で
の
経
験
が
あ
る
の
で
、

あ
る
程
度
把
握
し
て
お
り
対
応

し
て
き
た
。
学
校
教
育
に
つ
い

て
は
未
経
験
な
の
で
、
特
に
学

　
　
　
　
　
　
私
は
こ
れ
ま
で

の
教
育
費
に
は
満
足
し
て
い
る
。

た
だ
し
教
育
費
負
担
の
軽
減
な

ど
、
財
政
当
局
と
協
議
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
①
鍋
谷
７
号
線

：
場
所
的
に
危
険
が
明
白
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会

連
合
会
で
現
在
実
施
し
て
い
る

ー
マ
に
つ
い
て
と
、
そ
の
上
で

今
後
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を

も
っ
て
職
務
に
精
励
さ
れ
る
の

か
。

り
、
町
と
し
て
は
住
民
の
安
全

・
安
心
が
大
前
提
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
解
消
す
る
に
は
多

大
な
費
用
な
ど
を
要
す
る
た
め
、

工
事
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
凍

結
す
る
と
６
月
議
会
で
も
お
答

え
し
て
お
り
、
そ
れ
は
休
止
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
用
地
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
は
内
部
協
議

校
訪
問
に
重
点
を
置
き
連
携
を

深
め
た
。
４
年
間
校
長
と
の
対

話
の
中
で
、
教
職
員
の
実
態
や

児
童
生
徒
の
生
活
実
態
、
学
校

課
題
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

藍川  佳津樹　議員

を
指
示
し
て
い
る
。
議
員
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
②
公
金
紛
失
問
題
：
坂
出
警

察
署
に
捜
査
依
頼
を
し
て
い
る

の
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。
公
金

の
取
り
扱
い
に
万
全
を
期
す
よ

う
改
善
を
進
め
た
。

　
　
　
　
４
年
間
の
仕
事
が
現

場
廻
り
と
い
う
の
は
寂
し
い
。

教
育
長
は
学
校
の
諸
課
題
、
例

え
ば
社
会
の
財
を
子
ど
も
の
教

育
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、
教
育

ス
キ
ー
ム
の
改
革
に
権
限
を
持

つ
。
そ
の
立
場
と
し
て
の
抱
負

は
。

避
難
訓
練
は
体
験
型
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
。
避
難
訓
練
に
つ

い
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
助
言
し
た
い
。

宇多津町をＰＲする動画
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問問

山
下
総
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

問問

中
村
住
民
生
活
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

再
質
問

和
田
学
校
教
育
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

松
本
水
道
課
長

合
田
教
育
長

　
　
　
　
南
部
農
地
の
宅
地
化

が
進
み
、
雨
水
は
短
時
間
で
河

川
に
流
水
し
水
位
を
高
水
さ
せ

る
。
浸
水
し
や
す
い
地
域
の
対

策
は
。

　
　
　
　
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
費

は
次
世
代
に
も
負
担
と
な
る
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の
定
住
と
そ

の
た
め
の
教
育
は
。

　
　
国
家
戦
略
と
し
て
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

日
本
は
大
雨
に
よ
る
降
水
量
が

平
均
40
％
増
加
し
河
川
の
洪
水

の
発
生
頻
度
も
現
在
よ
り
４
・

４
倍
に
増
加
。
水
害
リ
ス
ク
の

増
大
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
森
林
や
農
地
な
ど
は
貯
水
機

能
と
し
て
考
え
ら
れ
、
豪
雨
で

は
河
川
や
水
路
へ
の
流
水
を
緩

　
　
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
が
進
む
。
こ
の
た
め
、
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
費
が
年
々
増
大
す

る
。
国
は
20
年
先
の
維
持
費
は

新
規
イ
ン
フ
ラ
の
投
資
額
を
上

回
り
維
持
に
必
要
な
額
の
約
16

％
が
担
保
で
き
な
い
と
試
算
。

そ
こ
で
コ
ス
ト
削
減
と
し
て
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
進
め
る
と

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
防
災

近
隣
地
域
と
協
力
し
取
り
組
む
／
危
機
管
理
課
長

財
政
か
ら
見
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

整
備
資
本
の
検
討
が
必
要
／
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
の
中
で
の
本
町

の
防
災
の
取
り
組
み
と
し
て
、

低
酸
素
社
会
を
目
指
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
太
陽
光
発
電

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
諸
問
題
に
対
し
て
解
決

策
を
見
出
し
て
い
く
。
教
育
の

機
会
均
等
の
観
点
か
ら
、
経
済

格
差
が
教
育
の
格
差
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
、
楽
し
く
学
べ

る
環
境
作
り
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　 

「
ま
ん
で
が
ん
体
操
」

の
場
所
を
利
用
す
る
考
え
は
。

シ
ス
テ
ム
を
各
学
校
に
設
置
し

た
。
今
後
、
近
隣
地
域
と
多
面

的
に
協
力
し
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
宅
地
開
発
に

よ
り
貯
水
機
能
を
果
た
し
て
い

た
地
域
が
減
少
。
豪
雨
の
際
は

河
川
へ
の
流
達
時
間
が
速
く
な

り
被
害
を
お
よ
ぼ
す
。
こ
れ
を

和
さ
せ
水
害
を
抑
え
る
能
力
を

発
揮
す
る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
に
よ
る
本
町
の
防
災
の
取
り

組
み
は
。

　
　
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
は

社
会
的
な
課
題
。
被
害
が
急
増

し
、
６
割
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
日
常

的
に
利
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
新
住
人
で
、
時
間
と
資
金
に

余
裕
が
あ
る
高
齢
者
が
知
識
不

足
か
ら
悪
質
な
サ
イ
ト
や
広
告

で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
性
が
高
い
。
適
切
な
周
知

啓
発
が
必
要
だ
が
、
未
然
に
防

　
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、

心
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
に
定
期
的
に
ス
ト
レ
ス
の

状
況
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
、

検
査
結
果
を
集
団
ご
と
に
集
計

分
析
す
る
。
職
場
に
お
け
る
要

因
を
評
価
し
、
環
境
改
善
に
つ

な
げ
、
高
ス
ト
レ
ス
者
を
早
期

に
発
見
し
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
本
町
の
職
員
と
教

職
員
は
ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス

高
齢
者
の
ネ
ッ
ト
や
特
殊
詐
欺

高
齢
者
向
け
の
講
演
会
や
チ
ラ
シ
配
布
を
し
て
い
る
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
で

は
香
川
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ

ー
講
師
派
遣
事
業
と
し
て
、
高

齢
者
を
対
象
に
平
成
27
年
度
、

28
年
度
に
悪
徳
商
法
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
年
に
一
度
、
消
費
者
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
所
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
担
当
課
長

や
地
域
の
お
世
話
し
て
い
る
方

の
意
見
を
聞
い
て
、
必
要
性
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　
な
ぜ
、
教
職
員
に
は

書
面
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
の

質
問
項
目
が
充
実
し
て
お
り
効

果
的
な
分
析
が
で
き
、
何
回
で

も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
各

校
の
教
職
員
は
50
人
未
満
な
の

で
義
務
化
は
な
い
が
、
努
力
目

標
で
実
施
し
て
い
る
。
６
月
に

公
立
学
校
共
済
組
合
と
委
託
契

約
し
、
９
月
と
11
月
に
実
施
。

セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯

に
配
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
状
で
は
高
齢
者
の
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
は
、
い
ま
だ
発
生
し

て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
や

リ
ス
ク
へ
の
具
体
的
対
応
の
実

演
を
含
め
た
学
習
機
会
の
提
供

を
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
要
望
し
て
い
く
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
計
画
と
実
施

８
月
に
職
員
と
臨
時
職
員
に
実
施
し
た
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
８
月

に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
を
配

布
回
収
し
、
９
月
に
結
果
を
本

人
に
通
知
、
面
談
を
希
望
す
る

場
合
は
産
業
医
を
紹
介
し
た
。

対
象
者
は
正
規
職
員
お
よ
び
週

30
時
間
以
上
勤
務
の
臨
時
職
員
。

10
月
に
集
団
集
計
分
析
を
行
い
、

11
月
に
労
働
基
準
監
督
署
に
提

高齢者向けのポスター

ぐ
た
め
の
実
演
を
含
め
た
学
習

機
会
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

考
え
は
。

チ
ェ
ッ
ク
を
計
画
し
実
施
し
た

の
か
。

出
し
た
。
職
員
の
同
意
の
あ
る

結
果
な
ど
は
５
年
間
総
務
課
で

保
存
す
る
。
今
後
衛
生
委
員
会

で
改
善
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
い
く
。

井上　弘治　議員 大黒　一也　議員

本
人
が
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
調
査
票
で
回

答
し
、
高
ス
ト
レ
ス
と
診
断
さ

れ
た
方
は
面
接
指
導
の
対
象
と

な
り
、
対
象
と
な
ら
な
く
て
も

相
談
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
セ
ル
フ

ケ
ア
を
勧
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
川
は

県
の
管
理
で
あ
る
。
内
水
被
害

の
軽
減
対
策
や
高
潮
な
ど
の
防

御
対
策
な
ど
、
治
水
安
全
度
の

向
上
を
図
る
た
め
の
整
備
計
画

が
あ
り
、
50
年
に
１
度
の
豪
雨

を
想
定
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
・
・
・
自
然

が
持
つ
貯
水
・
保
水
能
力
を
利
用

し
て
、
防
災
・
減
災
を
進
め
る
イ

ン
フ
ラ
整
備

強
制
的
に
排
除
す
る
イ
ン
フ
ラ

が
必
要
。
以
上
を
踏
ま
え
て
整

備
資
本
の
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

し
て
い
る
。
本
町
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
維
持
費
用
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。
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に
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で
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体
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」

の
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所
を
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る
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え
は
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を
各
学
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に
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性
に
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、
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に
は

書
面
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し
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い
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か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
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の
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的
な
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の
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で
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は
な
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が
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て
い
る
。
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に
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共
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合
と
委
託
契

約
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、
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と
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に
実
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。

セ
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の
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を
全
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に
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し
て
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る
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し
、

現
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で
は
高
齢
者
の
振
り
込
め
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な
ど
は
、
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ま
だ
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し

て
い
る
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ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
や

リ
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の
具
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的
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の
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を
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た
学
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機
会
の
提
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を
県
な
ど
の
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係
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関
と
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し
要
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て
い
く
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の
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ス
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の
計
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に
職
員
と
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時
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員
に
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た
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総
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長

　
　
　
　
　
　
　
今
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は
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月

に
ス
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ス
チ
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ッ
ク
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を
配
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し
、
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に
結
果
を
本
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に
通
知
、
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を
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す
る

場
合
は
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業
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を
紹
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た
。
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象
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は
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規
職
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お
よ
び
週

30
時
間
以
上
勤
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の
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時
職
員
。

10
月
に
集
団
集
計
分
析
を
行
い
、

11
月
に
労
働
基
準
監
督
署
に
提

高齢者向けのポスター

ぐ
た
め
の
実
演
を
含
め
た
学
習

機
会
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

考
え
は
。

チ
ェ
ッ
ク
を
計
画
し
実
施
し
た

の
か
。

出
し
た
。
職
員
の
同
意
の
あ
る

結
果
な
ど
は
５
年
間
総
務
課
で

保
存
す
る
。
今
後
衛
生
委
員
会

で
改
善
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
い
く
。

井上　弘治　議員 大黒　一也　議員

本
人
が
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
調
査
票
で
回

答
し
、
高
ス
ト
レ
ス
と
診
断
さ

れ
た
方
は
面
接
指
導
の
対
象
と

な
り
、
対
象
と
な
ら
な
く
て
も

相
談
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
セ
ル
フ

ケ
ア
を
勧
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
川
は

県
の
管
理
で
あ
る
。
内
水
被
害

の
軽
減
対
策
や
高
潮
な
ど
の
防

御
対
策
な
ど
、
治
水
安
全
度
の

向
上
を
図
る
た
め
の
整
備
計
画

が
あ
り
、
50
年
に
１
度
の
豪
雨

を
想
定
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
・
・
・
自
然

が
持
つ
貯
水
・
保
水
能
力
を
利
用

し
て
、
防
災
・
減
災
を
進
め
る
イ

ン
フ
ラ
整
備

強
制
的
に
排
除
す
る
イ
ン
フ
ラ

が
必
要
。
以
上
を
踏
ま
え
て
整

備
資
本
の
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

し
て
い
る
。
本
町
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
維
持
費
用
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。
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問

中
谷
健
康
増
進
課
長

問問

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

藤
原
教
育
次
長

藤
原
教
育
次
長

問

谷
川
町
長

　
　
最
近
の
新
聞
報
道
や
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、

交
通
事
故
で
の
高
齢
者
の
方
々

が
被
害
者
で
な
く
加
害
者
に
な

る
ケ
ー
ス
が
、多
く
見
ら
れ
る
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
は
、

坂
出
市
で
は
65
歳
以
上
タ
ク
シ

ー
券
１
万
円
を
１
回
限
り
と
循

運
転
免
許
返
納
者
へ
の
対
応
は

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
で
対
応
し
て
い
る
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
指
定
文
化
財
周
辺
の

草
刈
り
は
年
１
回
で
は
追
い
つ

か
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

運
転
免
許
返
納
者
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
課
が
所
管
し
て
お
り
、

「
宇
多
津
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
」
の
要
綱
を
改
正
し
、

事
業
の
対
象
者
に
「
運
転
免
許

証
を
返
納
し
た
者
」
を
追
加
し

平
成
27
年
度
実
施
し
た
。
助
成

環
バ
ス
運
賃
半
額
、
丸
亀
市
は

65
歳
以
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

半
額
。
宇
多
津
町
で
は
、
運
転

免
許
返
納
者
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
町
に

広
域
バ
ス
の
運
行
が
難
し
い
た

め
、
そ
の
代
わ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
町
の
特
性
を
い
か
し
交
通
弱

者
を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
配
布
を
香
川
県
初
で

始
め
た
経
緯
が
あ
る
。
対
象
者

は
75
歳
以
上
で
、
身
障
（
１
・

２
級
）
療
育
（
Ａ
・
Ａ
）
精
神

（
１
級
）
免
許
証
返
納
者
と
な

っ
て
い
る
が
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
の
増
額
は
可
能
か
。

　
　
10
月
１
日
現
在
の
本
町
の

待
機
児
童
は
６
人
と
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
は
４
月
か
ら
３
人
増

え
て
お
り
、
育
児
休
業
中
や
特

定
の
保
育
園
の
み
を
希
望
す
る

人
は
含
ま
れ
な
い
。
高
松
市
で

は
「
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
こ

し
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
結
婚
や
出
産
な
ど
で
辞
め

　
　
歴
史
的
に
貴
重
な
建
物
や

街
並
み
が
ど
ん
ど
ん
壊
さ
れ
て

い
る
。
多
度
津
町
で
は
七
福
神

と
呼
ば
れ
た
一
人
の「
合
田
邸
」

を
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

本
町
で
は
町
家
の
保
存
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。
歴
史
ブ
ー
ム

で
町
歩
き
を
す
る
観
光
客
を
よ

く
見
か
け
る
が
、
指
定
文
化
財

な
ど
の
管
理
は
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
せ

公
立
保
育
所
の
計
画
的
な
採
用
や
処
遇
改
善
を
行
う
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
県
で
は

保
育
士
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用

し
て
復
職
者
を
増
加
す
る
取

り
組
み
や
保
育
士
養
成
施
設
の

学
生
に
対
す
る
就
学
資
金
の
貸

し
付
け
や
就
職
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
本
町
で
は
私
立
保
育
所

で
、
待
機
児
童
の
解
消
を
目
的

に
し
た
「
保
育
士
人
材
確
保
事

業
費
補
助
金
」
の
活
用
に
よ
る

保
育
士
確
保
を
お
願
い
し
て
い

く
と
と
も
に
、
公
立
保
育
所
で

歴
史
あ
る
街
並
み
と
文
化
財
の
保
存
を

町
家
も
文
化
財
も
調
査
を
し
て
い
く
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
作

成
の
「
う
た
づ
の
歴
史
的
建
造

物
と
景
観
」
に
記
載
さ
れ
た
町

家
の
中
で
、
町
で
購
入
し
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
保
存
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
保
護

協
会
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
っ
て
草
刈
り
な
ど
を
し
た

い
。

福祉タクシー券

旧讃岐鉄道岩屋架道橋(登録有形文化財)

た
保
育
士
の
子
ど
も
を
優
先
的

に
入
所
さ
せ
、
保
育
士
を
確
保

す
る
と
い
う
も
の
。
本
町
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
庁
舎
耐
震
改
修
も
終
わ
る

の
で
、
一
般
住
民
が
お
持
ち

の
貴
重
な
文
献
や
資
料
の
保

管
場
所
を
考
え
て
み
て
は
。

濵中　保夫　議員 西本　祐子　議員

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
増
額
は

昨
年
度
と
今
年
度
に
対
象
者
の
拡
大
を
行
っ
た
／
町
長

　
　
　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
制

度
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
外

出
を
容
易
に
し
福
祉
の
増
進
を

図
る
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年

度
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
助
成
条

件
と
し
て
宇
多
津
町
内
に
１
年

以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
27
年
度
と
28
年
度
に
は
対

象
者
の
拡
大
を
行
っ
た
。
増
額

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
事
業

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

内
容
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
全

く
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

毎
年
申
請
月
に
応
じ
て
、
１
枚

５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
最

大
20
枚
（
１
万
円
分
）
交
付
し

て
い
る
。

は
正
規
職
員
の
計
画
的
な
採
用

や
処
遇
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
職
業
安
定
所
は
も
ち
ろ

ん
、
就
職
合
同
説
明
会
「
香
川

保
育
士
フ
ェ
ア
」
に
も
参
加
す

る
な
ど
保
育
士
確
保
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

も
あ
る
が
、
す
で
に
建
て
直
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
今
後
の
存

続
が
懸
念
さ
れ
る
。
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
町
家
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
ご
意
向
を
う
か
が
い

た
い
。
町
内
の
指
定
文
化
財
は

年
１
回
の
草
刈
り
を
し
て
い
る
。

民
間
で
所
有
し
て
い
る
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
文
化
財

と
し
て
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か

を
調
査
し
、
将
来
、
寄
付
・
寄

託
が
あ
れ
ば
展
示
も
考
え
る
。

○
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大
を
行
っ
た
。
増
額

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
事
業

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

内
容
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
全

く
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

毎
年
申
請
月
に
応
じ
て
、
１
枚

５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
最

大
20
枚
（
１
万
円
分
）
交
付
し

て
い
る
。

は
正
規
職
員
の
計
画
的
な
採
用

や
処
遇
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
職
業
安
定
所
は
も
ち
ろ

ん
、
就
職
合
同
説
明
会
「
香
川

保
育
士
フ
ェ
ア
」
に
も
参
加
す

る
な
ど
保
育
士
確
保
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

も
あ
る
が
、
す
で
に
建
て
直
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
今
後
の
存

続
が
懸
念
さ
れ
る
。
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
町
家
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
ご
意
向
を
う
か
が
い

た
い
。
町
内
の
指
定
文
化
財
は

年
１
回
の
草
刈
り
を
し
て
い
る
。

民
間
で
所
有
し
て
い
る
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
文
化
財

と
し
て
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か

を
調
査
し
、
将
来
、
寄
付
・
寄

託
が
あ
れ
ば
展
示
も
考
え
る
。
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町
長
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うたづっ子
宇多津小学

校「音楽クラブ」

通行の支障になっている電柱 柴村　賢三　議員

　
　
　
　
近
年
、
地
域
住
民
相

互
の
連
携
意
識
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
。
住
民
と
の
意
見
交
換

を
図
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
無
電
柱
化
推
進
法
が
成
立

し
、
各
地
で
電
柱
・
電
線
を
地

中
に
埋
め
て
街
並
み
景
観
保
持

や
交
通
安
全
を
推
進
。一
方
で
、

災
害
時
の
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道

路
の
寸
断
や
救
急
車
な
ど
の
通

行
止
め
も
発
生
し
て
い
る
。

　
本
町
は
狭
い
道
路
上
の
電
柱

が
交
通
を
妨
げ
、
日
常
生
活
環

境
に
も
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

特
に
通
学
路
の
電
柱
を
さ
け
る

　
　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
構
想
・
計
画
を
実
現
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
、

今
ま
で
の
長
期
的
計
画
を
検
証

し
見
直
し
な
が
ら
「
ま
ち
の
活

性
化
」
に
向
け
て
前
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
前
期
計
画
（
５
年
）

の
半
ば
に
入
っ
て
お
り
、
計
画

を
実
現
す
る
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

無
電
柱
化
の
推
進
を
求
め
る

今
後
の
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
す
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
街
の

道
路
整
備
計
画
を
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
主
体
の
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
で
無
電
柱
化
に
つ

い
て
も
検
討・協
議
さ
れ
た
が
、

電
柱
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
車
よ
け
」
に
な
り
歩
行
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
は

現
状
で
建
て
替
え
、
支
障
が
あ

れ
ば
民
地
に
近
い
と
こ
ろ
へ
要

請
す
る
。協
議
は
し
て
い
く
が
、

無
電
柱
化
は
か
な
り
の
時
間
が

必
要
な
の
で
、
道
路
整
備
時
期

に
間
に
合
う
か
不
明
で
あ
る
。

安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
意

見
で
、
無
電
柱
化
を
断
念
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　
事
業
者
か
ら
い
え
ば
電
柱
の

強
度
は
耐
震
化
さ
れ
て
お
り
、

地
震
時
に
お
い
て
も
被
害
は
少

な
い
と
の
話
も
あ
る
が
、
国
に

お
い
て
は
埋
設
技
術
方
式
や
費

用
を
低
コ
ス
ト
に
す
る
検
討
も

行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
国

な
ど
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
は

住
民
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合

計
画
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
「
住
民
満
足
度
」
を

現
状
値
と
し
、
各
分
野
を
５
％

〜
10
％
の
向
上
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
出
前
座
談
会
を
行

っ
て
お
り
、
要
望
が
あ
れ
ば
計

画
を
た
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

　
　
　
　
電
柱
建
て
替
え
時
の

交
通
の
妨
げ
や
道
路
整
備
計
画

の
田
町
方
面
の
電
柱
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
。

た
め
、
児
童
が
車
道
側
に
寄
っ

て
通
学
す
る
な
ど
大
変
危
険
な

状
況
で
あ
る
が
。

テ
ィ
の
育
成
」
を
積
極
的
に

進
め
住
民
と
行
政
と
の
統
一

さ
れ
た
方
向
性
の
体
制
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
が
。

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

計
画
最
終
年
に
達
成
度
の
評
価

等
を
行
う
た
め
、
現
時
点
で
の

状
況
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
都
市
・
南
部
地
域
で
は
防
災
、

子
ど
も
を
主
題
と
し
た
自
治
会

結
成
、
活
動
な
ど
の
推
進
・
施

設
を
整
備
促
進
し
、
住
民
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

　昨年の大松杯オープニングセレモニーでは、素
晴らしい演奏とパフォーマンスに多くの方が魅了
されました。その演奏をしたのが「宇多津小学校
音楽クラブ」で毎日、朝･昼･放課後の練習に励ん
でいます。モットーは「演奏は心」。一人ひとり
の個性を大切にしながらも仲間と心を一つにして、
音楽を創る喜びや演奏をやり遂げた達成感をとも
に体感することを目標に活動しています。学校行
事はもちろん、ユープラザのクリスマスコンサー
トなどでも演奏しています。

       　音楽クラブを引っ張る『６年生メンバー』
《部長》森永 朋花（もりなが ともか）《副部長》 横田 理音（よこた りお）
　　　宮本 羽海（みやもと うみ）　              南　来夢（みなみ らむ）
　　　福井 千春（ふくい ちはる） 　　          佐藤 大宜（さとう だいき）
　　　栗本 恵瑠菜（くりもと えるな）　         高橋 那吏（たかはし なおと）
　　　西本 仁一郎（にしもと じんいちろう）   阿河 愛莉（あが あいり）

・
新
世
界 

（
14
名
）

・
宝
島 

（
10
名
）

・
情
熱
大
陸 

（
８
名
）

・
シ
ン
グ･

シ
ン
グ･

シ
ン
グ
（
４
名
）

・
木
星 

（
２
名
）

・
先
生
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た

・
音
楽
が
好
き

・
人
に
聴
い
て
ほ
し
い

・
家
族
全
員
が
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

好
き
な
曲
は
？

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

指導（音楽専科）
島田千晶先生

コンサート前の練習は真剣そのもの

ユープラザうたづの「クリスマスコンサート2016」で
演奏する音楽クラブの部員。
後輩たちが憧れる６年生との演奏はこれが最後でした。

　４年前に赴任して音楽クラブを受け持った時の
部員の自信のない表情を見て「なんとかしたい」
と、練習メニューや選曲、練習時間の確保、そし
てコミュニケーション作りを少しずつ変えていき

ました。すると子どもの意欲に変化
が出てきて、今では「木星」や「新
世界」などの難しいクラシック曲に
も挑戦できるようになりました。子
どもたちに少しずつ自信がつき、音
を楽しむ心も成長したのだと思いま
す。常に子どもたちと一生懸命頑張
ることが、私の元気の源となってい
ます。
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世界」などの難しいクラシック曲に
も挑戦できるようになりました。子
どもたちに少しずつ自信がつき、音
を楽しむ心も成長したのだと思いま
す。常に子どもたちと一生懸命頑張
ることが、私の元気の源となってい
ます。
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町政を問う（一般質問）
　　　   「宇小・音楽クラブ」
元気ななかま「宇多津町文化協会」
みなさまの声 「津の郷・田町南自治会」

キッズプラザの餅つき
この冬一番冷え込んだ朝、
恒例の餅つきが行われました。
ついたお餅にあんこを入れて
丸める子どもたち。

熱いうちに手早く丸めるのが
大変そうでした。

　
宇
多
津
町
文
化
協
会
は
昭
和
56
年
11
月
に
発
足
し
、
35
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
会
員
数
は
、
芸
能
部
22
団
体
、
文
化
部
17
団
体
の
計
４
７
１
名
で
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
春
に
総
会
を
開
き
、
９
月
に
は
文
化
協
会
西
讃
支
部

の
舞
台
発
表
会
に
参
加
し
、
11
月
に
は
２
日
間
か
け
て
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た

づ
に
て
「
う
た
づ
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
の
活
動
の
成

果
を
各
団
体
が
ホ
ー
ル
で
の
芸
能
祭
、
各
会
場
で
の
文
化
展
と
し
て
発
表

し
て
お
り
、
町
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
が
見
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
11
月
に
は
文
化
協
会
の
研
修
会
な
ら
び
に
会
員
交
流
会
も
あ
り
、
各

　
昨
年
度
か
ら
の
庁
舎
耐

震
改
修
工
事
に
よ
り
、
町

民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
定
例
会
ご
と
に
補

正
予
算
を
慎
重
審
議
し
、

５
月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
庁
舎
が
完
成
し
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
選
挙
か
ら
２

年
が
経
ち
、
執
行
部
と
も

歯
車
が
合
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
外
見
だ
け
で
は

な
く
、
中
身
の
あ
る
宇
多

津
庁
舎
に
見
合
う
べ
く
我

々
も
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

香川県宇多津町

オッペンキッズ夏　風

津
の
郷
自
治
会

田
町
南
自
治
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

15

16
6

団
体
相
互
の
親
睦
も
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
明
け
て
２
月
に
は
、
文
化
協
会
西
讃
支
部

の
美
術
展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

は
、
秋
の
文
化
祭
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に

も
見
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
ミ
ニ
芸
能

祭
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
街
道
沿
い
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ

店
内
で
作
品
展
を
行
っ
た
り
、
体
験
教
室
な

ど
を
開
い
た
り
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
触

れ
合
い
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
の

で
ご
入
会
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
ご

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
宇
多
津
町
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
私
た
ち
の
自
治
会
は
近
年
、

新
興
住
宅
が
建
ち
並
び
、
多

く
の
子
ど
も
が
遊
ぶ
姿
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。
将
来
こ
の

子
た
ち
は
、
こ
の
地
を
故
郷

津の郷自治会 会長

宮本　隆史さん

と
思
う
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
時
が
あ
り
ま
す
。
古
き

良
き
伝
統
を
守
り
継
ご
う
と
す
る
旧
住
民
、
そ
の
良
さ

を
評
価
し
つ
つ
も
つ
な
が
り
を
持
ち
た
が
ら
な
い
若
者
。

自
治
会
組
織
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

事
あ
る
ご
と
に
悩
み
ま
す
。
各
地
で
発
生
す
る
大
災
害

で
住
民
の
助
け
合
う
姿
を
報
道
で
見
る
た
び
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
・
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
当
自
治
会
は
、
北
は
旧
町

内
の
南
部
、
南
は
県
営
団
地

北
、
東
は
大
束
川
、西
は
青
の

山
ま
で
と
広
く
、１
３
４
世

帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
近

年
一
戸
建
て
住
宅
や
集
合
住
宅
が
一
気
に
増
え
て
い
る

も
の
の
、
加
入
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
安
全
に
歩
け
る
道
路
や
公
園
の

整
備
な
ど
を
行
政
に
要
望
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
作
る
と
と
も
に
、
秋
の
大
祭
や
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
て
一
層
の
地
域
住
民
の
融
和
を
図
り
、「
こ

の
ま
ち
が
ふ
る
さ
と
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
地
域
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田町南自治会 会長

和泉　清憲さん

み
な
さ
ま
の
声


